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緊急時対応の強化に向けた取組みについて

１．令和２年度事業者防災訓練報告会で頂いた評価とご意見

２．緊急時対応の改善に向けた取組み

３．情報共有、育成に係る改善 （１）～（５）

４．改善策実施状況

５．２０２０年度訓練評価結果

６．２０２１年度訓練に向けて
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１．令和２年度事業者防災訓練報告会で頂いた評価とご意見

（山中委員）私も、3サイトともに非常に評価が低かったことは気になる。特に、社内での情報共有の問
題や発話の精度の問題など、数年来、あまり改善されていないようにも見える。
かつては、COP（共通要因図）の統一や、サイト間で対応の方針の統一を図るなど、努力はされて
いたと思うが、情報共有の問題で、抜本的に何か改善する必要があるのではないかと思う。単に、
ツールの習熟度を上げるだけで改善されるのか、ちょっと心配なところもある。

（山中委員）東電、中部、北陸の3社は、いずれも訓練の評価も高い。関西電力も再稼働したPWRグ
ループで協力もできると思うので、是非、参考にしていただきたい。

＜２０１９年度訓練評価結果＞ 高浜 美浜 大飯 東通

指標１（情報共有のための情報フロー） 5 5 5 5
指標２の合計（ERCプラント班との情報共有） 8.3 8.2 8.4 11.4

指標３の合計（情報共有のためのツール等活用） 10.7 12.1 12.1 15.2

指標４（確実な通報連絡の実施） 5 5 2.9 5
指標５（訓練実施計画等の策定） 5 5 5 5
指標６（シナリオの難易度） 5 5 5 5
指標７（現場実動訓練） 5 5 5 5
指標８（広報活動） 5 5 5 5
指標９（後方支援活動） 5 5 5 5
指標１０（訓練への視察など） 5 2.9 2.9 5
指標１１（訓練結果の自己評価・分析） 5 2.9 2.9 5
合計(80点満点） 64.0 61.1 59.2 71.6

得点率
80.0
（12位）

76.4
（15位）

74.0
（18位）

89.5
（1位）

情報共有に課題あり

主なご意見
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あ
る
べ
き
姿

過去5年の防災訓練を踏ま
えた課題の抽出・原因分析

現
在
の
状
況

ギャップ分析

中期計画へ
の反映

Plan

・2020～2022
の各年度毎の
取組み事項を
記載

2020年度訓練での検証

10月 大飯防災訓練

1月 美浜防災訓練

２月 高浜防災訓練

更なる改善

更なる改善

２．緊急時対応改善に向けた取組み

Do、Check、Act

【２０２０年度 取組み事項】
原子力災害発災時の発電所と事業本部間の円滑な情報連携を行い、迅速かつ正確な情報を
分かりやすく、安心感を与える説明で、関係機関に発信できるよう技術力向上を図るとともに、
要員の意識向上を図る。

（あるべき姿）
緊急時対応において、迅速かつ正確に情報を分かりやすく社内外に発信できること。

2021年度 中期計画へ反映

更なる改善

Do、Check、Act

Do、Check、Act
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２．緊急時対応改善に向けた取組み

＜対策の抽出プロセスの概要＞

①「あるべき姿」と「現状」との
ギャップ分析

＜ＥＲＣプラント班との情報共有＞
（あるべき姿） （現状）
・複数人育成 育成できてないギャップあり

＜情報共有システムの活用＞

・
・
・

2020年度 2021年度以降

・反復訓練で育成 ・複数人育成
・
・
・

・
・
・

◆ＮＲＡ評価指標を参考にギャップ分析

反映◆中長期計画

対策（１）：ＥＲＣ説明者の育成

②過去５年の防災訓練課題を踏まえた
課題の抽出・原因分析

（1）過去ERC情報共有の
評価推移から分析

評価 2015 2016 2017 2018 2019

A

B

C ▲

▲▲

▲

▲▲▲ ▲▲▲

▲▲

▲▲▲

美浜、高浜、大飯で各１回/年 訓練実施

ＥＲＣ説明者の交代

・説明者交代により
Ａ評価が維持できていない。

分析結果

対策（２）：ホットラインの設置
（３）：ＥＲＣ説明体制見直し
（４）：情報共有システムの改善
（５）：情報発信ポイント集の作成

（2）過去訓練課題の
振り返りから分析

高浜訓練気づき
・訂正が多い
・説明不足

大飯訓練気づき

美浜訓練気づき

・
・
・

原因の
類型化

・情報連携不足
・説明者の焦り・繁忙
・理解不足

・
・
・

・
・
・

・
・
・
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（１）ERC説明者の育成 （反復訓練、他電力から学ぶ姿勢の向上）

３．情報共有、育成に係る改善

項 目
社
内

他
電
力

実 績

反復訓練

事業本部内の自主訓練
（過去シナリオ等による訓練）

〇
計１５回「課題改善の勉強会含む」
（上期：７回、下期：８回）

発電所との連携訓練
（過去シナリオ等による訓練）

〇 〇
計９回（上期：３回、下期：６回）
（うち４回にて他事業者（北海道、九州、原電を
ＥＲＣ模擬役として評価実施※）

他電力

から学ぶ
姿勢の
向上

他事業者のＥＲＣ対応の視察 〇
他事業者の全発電所の訓練を視察
事業本部 ２１人・回 、発電所 ２人・回

他事業者の活動における良
好事例、気づき事項周知

〇
ＥＲＣ説明者に対して、他社良好事例／気づき事項を周知
ＥＲＣが求める情報を観察し、発話ポイント集へ反映

自社の防災訓練に対する自
社の他発電所要員視察

〇
大飯、美浜、高浜で相互に実施（反省会にも参加）

「社内外自主訓練」、「他事業者の防災訓練視察」を繰り返し実施した結果、
ＥＲＣ説明者、発電所対外対応専任者の意識向上、育成に寄与したものと評価

模擬ＥＲＣ
（写真：北海道電力様）

※：他事業者をＥＲＣ模擬役とした効果
・当社設備の構成を熟知していないため、系統概要図を用いた戦略説明時に分かりにくい点があった。
→（改善）ＥＲＣ備付資料の資料を分かりやすく更新。
・書画説明の基本動作（ＥＡＬ判断フロー図に号機、時刻の手書き）について、良好事例とのコメントを頂いた。
→（改善）本運用を定着させるため、ＥＡＬ判断フロー図の様式を変更し、に記載欄を設ける（予定）。
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（２）ホットラインの設置 （発電所対策本部～ERC対応チーム間の情報連携の強化）

３．情報共有、育成に係る改善

発電所対策本部

ＥＲＣプラント班

東京

：質問の流れ

：回答の流れ

ＥＲＣリエゾン

ＣＯＰ、リエゾン
対応者

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ説明者（3名、2名監督）

ＱＡ担当者

全体
統括

回答作成箇所

情報係

ＥＲＣ対応
チーム

ＱＡホットライン
【情報連携ルートを追加】

カウンター
パート

発電所への問い合わせ
（従前の問い合わせルート）

発電所対策本部内の活動を
阻害せず、迅速な情報確認
（補足）が可能になったと評価

発電所情報の不足等を補うため、
プラント情報事実確認程度を発電
所へ直接、問い合わせできるＱＡ
ホットラインを設置

ﾁｰﾑ
長①③ ②
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（３）ERC説明体制の見直し （役割分担見直しによる負担軽減）

３．情報共有、育成に係る改善

監督 ＥＲＣ説明者 ＱＡ担当者

チーム長
ＥＲＣ説明
全体統括
【設置】

①
メイン説明者

②
情報管理専念

③ ①②

ØＥＲＣ全体説明総括
Ø発話サポート

Øプラント状況説明
ØＣＯＰ説明
ØＥＡＬ説明
Ø戦略説明

Ø①への情報出し
Ø発話サポート
ØＳＰＤＳ・ＥＲＳＳ監視
Ø書画資料準備

ØＣＯＰ手書き更新
ØＳＰＤＳ・ＥＲＳＳ監視

ØＱＡホットライ
ン窓口【設置】
Ø書画資料準備
ØＱＡ管理
ØＱＡ依頼窓口

ＱＡ担当者

全体
統括

ﾁｰﾑ
長①③ ②

ＥＲＣ対応チーム

新規設置

赤:設置、青：変更（充実）
ＥＲＣ説明者（3名＋監督2名）

ＥＲＣ説明者の発話サポート充実、
ＱＡホットライン設置により、
ＥＲＣ説明者①②の負担軽減と評価

↓
負担軽減
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（４）ＥＲＣ対応ブース情報共有システムの改善

３．情報共有、育成に係る改善

ＥＲＳＳ
モニタ

モニタ

【イメージ図】

ＳＰＤＳ ＥＲＳＳ

モニタ

書画

モ
ニ
タモ

ニ
タ

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ

モニタ

音
声
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

更
新

ＥＲＣ説明者①

Ｑ
Ａ
担
当
者

（
Ｑ
Ａ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
窓
口
）

メ
モ
化
担
当

（発話サポート）
②

③

改善内容

全体統括

チーム長

視認性・作業性・使いやすさ向上、
資料送付時間短縮に寄与と評価

ＥＲＣ
ＴＶ会議モニタ

【訓練写真】

ＳＰＤＳ ＥＲＳＳ

モニタ

書画

ＥＲＳＳ
モニタ

モニタ

電
子
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

電
子
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

電子ホワイト
ボード（3号機）

電子ホワイト
ボード（４号機）

ＳＰＤＳ ＥＲＳＳ

各画面の集約

：設置（画面集約）により視認性向上

：机下収納により机上作業性向上

：音声ｼｽﾃﾑ更新により聞きとり精度向上

：書画装置増設により使いやすさ向上

：設置によりＥＲＣリエゾンへの資料送付時間短縮

次頁
詳細

次頁
詳細
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３．情報共有、育成に係る改善

（４）ＥＲＣ対応ブース情報共有システムの改善【詳細】

電子ホワイト
ボード（３号機）

電子ホワイト
ボード（４号機）

ＳＰＤＳ ＥＲＳＳ

電子ホワイトボード、ＳＰＤＳ、ＥＲＳＳ情報
の表示選択可能

＜モニタ設置（画面集約）により視認性向上＞
モニタへの表示例

手元で多くの情報を
迅速に確認可能

モニタ

＜高速スキャナ設置によりＥＲＣリエゾンへの資料送付時間短縮＞

東京（ＥＲＣリエゾン）

ＦＡＸ ＆ ＴＥＬ

４~５分で対応

高速スキャナ
【新設】

当社サーバー

文書タイトルからファイル名自動作成

本店対策本部（若狭）

数秒でPDF保存
TEL連絡受け、
１~２分で確認可能

見直し

２～３分＋α（待ち時間）
の時間短縮に寄与

ＦＡＸ使用中は
待ち時間発生
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３．情報共有、育成に係る改善

（５）ERCプラント班への説明に必要な情報内容の定型化（情報発信のポイント集の作成）

情報発信ポイント集（新規）

事故収束対応戦略の説明 ／進捗の説明

事故・プラント状況の説明

ＥＡＬの説明

［緊急情報］
発話時期：ＥＡＬ発生の都度 （カットイン）

①号機
② ＥＡＬ該当番号
③ ＥＡＬ判断時間（防災管理者判断）
または④ ＥＡＬ判断時間（見込み時間・未確定）
または⑤ ＥＡＬに至る蓋然性（タイマー開始）
⑤ ＥＡＬ判断理由

（注意事項）
（略）

（説明時に使用可能なツール）
⑤ ＥＡＬ判断フロー［ＥＲＣ備付資料集］

炉心損傷の判断以降の説明

炉心損傷に至るおそれがある場合の説明

初動対応の説明

初動対応の説明
発話時期：初回AL以降のTV接続時

①対応者の紹介
②代替連絡手段の相互確認
③事故・プラント状況
④手書きCOP3（系統図）、４（設備状況）での説明

（注意事項）
（略）

（説明時に使用可能なツール）
② ＩＰ電話の番号リスト［書画用ラミネート］
④手書きＣＯＰ３、４［ＥＲＣ備付資料集］

２０２０年度途中に更に充実
（シーン毎の説明ポイントを追加）

プラント状況、今後の進展見込み、炉心損傷の有無など、発電所から情報発信
するポイントを纏め、発電所と事業本部間の円滑な情報連携に寄与したと評価
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４．改善策実施状況

２０２０年度活動 第２四半期 第３四半期 第４四半期

（１）ＥＲＣプラント班（模擬）の
反復訓練の実施
（ＥＲＣ説明者の育成）

（２）発電所対策本部～ＥＲＣ
対応チーム間の情報連携
の強化（ホットライン設置）

（３）ＥＲＣ説明者の負担軽減
（役割分担の見直し）

（４）ＥＲＣ対応ブース情報共
有システムの改善

（５）ＥＲＣプラント班への説明
に必要な情報内容定型化
（情報発信のポイント集の
作成）

★10/16大飯訓練 ★1/15美浜訓練
★2/26高浜訓練

勉強会、社内外自主訓練：計２４回

他事象者訓練視察：全発電所

▼他電力をＥＲＣ役とした自主訓練：計４回 ▼ ▼ ▼

●訓練報告会

◆改善検討～ ▼ルール化
更なる充実 ▼自主訓練結果を踏まえ改正

◆改善検討~ ▼ルール化

◆２チーム案作成 ▼ルール化

◆改善検討～ ▼ルール化

▼モニタの設置 ▼モニタの増設

▼机上スペースの拡張

▼音声システムの更新

▼高速スキャナの導入

▼書画装置の増設

策定した２０２０年度中期計画に基づき、改善策を実施できたと評価

更なる充実

更なる充実
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５．２０２０年度訓練評価結果

2010.10 大飯訓練 2021.1 美浜訓練 2021.2 高浜訓練

良
好
事
例

〇：発話ポイント集に基
づく情報発信がで
きた。

〇：ＱＡホットラインを活
用し、速やかなＱＡ
回答ができた。

〇：発話ポイント集等に
基づき、受け手の
ニーズに沿った情
報・タイミングで説
明できた。

【大飯課題検証】

〇：発話ポイント集等に基づき、受け手のニーズに沿った情報・タイ
ミングで説明できた。

〇：３基発災シナリオに対して、ＥＲＣ説明を２チーム体制とし、プラ
ント状況の重要度に応じた説明ができた。

〇：特重秘密情報管理の運用を踏まえた適切な情報共有ができた。

〇：炉心損傷予測等の説明において、報告シートを用いて混乱なく
情報共有できた。【美浜課題検証】

◎：非常に良好なＥＲＣ対応だった。（ＮＲＡ講評）

気
付
き
事
項

△：ＥＲＣから要請され
た資料送付遅れ
⇒高速スキャナ導入

△：受け手側ニーズに
沿った説明改善

⇒発話ポイント集の
更なる改善

△：炉心損傷予測結果
説明時の混乱

⇒対外発信情報の
報告シートの導入

△：住民防護措置検討に必要な

「放射性物質放出前の予測の放出放射能量
規模感の情報提供」の方法について検討

⇒【次年度訓練で検証】

◆改善策を継続実施し、2021.2高浜訓練ではＥＲＣ対応が良好との評価を得た
◆次年度訓練でも、良好なＥＲＣ対応が維持・向上できるように取組みを継続する

次頁詳細

習 熟 度低

高
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６．２０２１年度訓練に向けて（１／２）

▼放射性物質の異常な放出

ＥＡＬ判断＆通報

ＥＲＣ－即応Ｃ間の情報共有（プラント状況、事象進展予測等）

▽

２５条報告

【報告内容】
・放出開始時刻（実績）
・放出停止時刻（実績）
・放出箇所、高さ
・放出量（実績）
・希ガス ○○Bq
・ヨウ素 ○○Bq

・気象データ等

【報告内容】
・放出開始時刻（見込み）
・気象データ等

高浜訓練での課題： 放射性物質放出時の情報共有のあり方について検討
【改善・検証計画】

課題への取組みを、２０２１年度の中期計画に反映し、取組みを実施

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ・ ・ ・ ・ ・

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ・ ・ ・ ・ ・

事業者の活動イメージ【現状】

放射性物質放出前に、放出放射能量の予
測等の規模感を直ちに情報提供できない。

【課題】

発災事象の進展
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〇放出放射能量のＥＲＣ報告イメージ（改善案）と検証ロードマップ

６．２０２１年度訓練に向けて（２／２）

発災事象の進展

▼放射性物質の放出開始
（炉心損傷＆ＣＶ設計漏洩）

▼放射性物質の
大量放出開始（特重フィルタベント（ＦＶ））

▽炉心損傷に至る蓋然性が高いと判断
（例：炉心冷却手段の全喪失）

▽炉心損傷予測、回避戦略を説明

▼①ＥＲＣ備付資料に放出量(規模感）を説明
・過去の許認可での評価結果を基に
発災シーケンスに近いシナリオで予測

安全性
向上評
価

特重設
置許可

訓練試
評価１

訓練試
評価２

希ガス：
よう素：
Cs-137：

〇〇Bq
〇〇Bq
〇〇Bq

－
－
〇〇Bq

〇〇Bq
〇〇Bq
〇〇Bq

〇〇Bq
〇〇Bq
〇〇Bq

敷地境
界線量

〇mSv － － －

主要
条件

・－－－
・－－－
・－－－

・－－－
・－－－
・－－－

・－－－
・－－－
・－－－

・－－－
・－－－
・－－－

2021年度新規作成

▼②ＭＡＡＰ解析結果による放出量予測説明
・発災後の本店対策本部により、
事故シーケンスに応じＭＡＡＰ評価予測

放出前予測 【2021年度訓練で検証】 【報告内容】
・放出開始時刻（実績）
・放出停止時刻（実績）
・放出箇所、高さ
・放出量（実績）
・希ガス ○○Bq
・ヨウ素 ○○Bq

・気象データ等

▼ ▼ ・ ・ ・ ・ ・

２５条報告

▽


